
小笠原における自然環境に関する主な取組状況

国立公園の保護と適正な利用

●小笠原国立公園は、東京から約1,000km南に位置する亜
熱帯の島々で構成され、概ね全域が国立公園（S47当初
指定、H21拡張）。

●独特の生態系に加え、発達した海食崖・多島海等、変化に
富んだ島嶼景観を有する。また、サンゴ礁や熱帯魚、クジ
ラ類等が見られる海域も大きな特徴。

サンゴ礁を傷つけないよう係留ブイ
を利用するダイビング船

父島南部の海食崖 ムニンツツジ（小笠原固有種）

ザトウクジラ

●エコツーリズムの先進地でもあり、平成27年度に小笠原村
エコツーリズム推進全体構想が認定。
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世界自然遺産としての管理

●海洋島で独自の進化を遂げた小笠原固有の陸産貝類や
昆虫類等に代表される生態系が評価され、平成23年６月、
我が国４番目の世界自然遺産として登録。

●外来生物による希少種への影響が深刻化。世界遺産登録時
のユネスコ世界遺産委員会からの勧告も踏まえて、外来生物
対策と希少種の保全対策を推進。

固有性の高いカタマイマイ属の
多様性（千葉聡HP）

●国立公園のうち世界遺産としての価値が高く、特に自然性の
高い範囲を登録。

●登録に伴い観光客増加。その後減少するも高い水準で推移。

●有人島の父島や母島では、飼い猫
の適正飼養の指導やノネコの捕獲
事業の継続により、近年、アカガシ
ラカラスバトの個体数が大きく回復
し、母島では海鳥繁殖数が増加。

●モクマオウやアカギ等の外来植物
の駆除やネズミ食害防止対策など
を実施。ノヤギの駆除も進展し、広
い範囲で希少種を含む在来植物が
回復。

●世界遺産登録後の状況の変化を踏まえて、現在、世界遺産
管理計画を改訂中。

資料３－３
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動物対処室 保護増殖室

検査・処置室等

会議
室

展示ホール

管理事
務室

一般入口

対
処
室
入
口

１．施設の目的

世界遺産管理の課題である外来種対策や、世界遺産として
の主要な価値である陸産貝類等の域外保全のための拠点
機能を有する。遺産の価値や保全の取組に係る情報も提供
する。

また、併設する動物対処室は、おがさわら人とペットと野生
動物が共存する島づくり協議会（国・村・NPO・獣医師会）による管理
運営下で、ペット由来の外来種であるノネコ対策や適正飼養の
推進、野生動物の保護を担う獣医師が常駐する。

２．施設の概要
延床面積：886㎡ 敷地面積1,800㎡
総工費：約10億900万円（H26補正予算）
供用開始：H29年5月

環境省－２

小笠原世界遺産センター（平成29年5月運用開始）

３．動物対処室の運営・実績（H29上半期）
・野生動物の救護等：延べ180件程度
・一般ペットの処置等：延べ270件程度
・その他、捕獲ネコ等の処置等を実施
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